
当社グループの開発の基本方針は、「お客さまのニーズ、将来の技術トレンドを的確に目利きし、世の中の変化を先取りした製品・技術を
開発・提供すること」です。この基本方針のもと、当社グループ独自の「ユニークな技術」をべースとして、地球に新たな「マテリア
ル」、すなわちグローバルマーケットで勝ち抜く「別格化された製品・技術」を創造し、当社グループの「リーディングカンパニーへの挑
戦」を支えます。
開発戦略では、短期的には各事業のNo.1、オンリーワンに貢献する新製品や新技術をタイムリーに生み出し、中期的には次世代自動車、
IoT、AIなどの分野や持続可能な豊かな社会の構築に貢献する分野で、当社グループの持続的成長の核となる新規事業の開発を推進します。
さらに、長期的な視点で、夢のある将来技術にも果敢にチャレンジしていきます。当社グループは、技術、人材、情熱を結集し、顧客視点
とスピードをキーワードにイノベーションを起こしていきます。
また、メガトレンドや技術トレンドを俯瞰した情報収集や顧客との対話を通じたマーケティング活動を推進し、顧客のニーズやウォンツに
応える新たな価値を創出します。コア技術をベースとした技術開発力とものづくり力を融合することで価値を具現化し、新製品、新サービ
ス、新事業の創出および知的財産の整備に取り組みます。

2023年度は中期経営戦略の初年度として、以下の取り組みを行います。まず、ものづくり力の別格化を実現し、生産プロセスの高度化、ス
マートファクトリー化を推進し、新事業の創出促進に取り組みます。また、メガトレンドを捉えた次世代自動車、IoT／AI、都市鉱山および
クリーンエネルギー・脱炭素化分野、を中心とする研究開発を推進します。
組織面では、アイデア創出、研究開発から量産化・事業化までを一気通貫で実現をするため、ものづくり（生産技術）、開発、マーケティ
ング、新規事業に関する部門を統合した、ものづくり・R＆D戦略部を新設しています。同部内のイノベーションセンターでは、研究開発・
ものづくりの課題や新規事業のテーマごとに、人材を効率的に活用する体制を整え、新製品・新事業の創出や課題解決に向けた開発や技術
獲得を進めています。また、インキュベーションセンターでは、イノベーションセンターから生み出される事業やカンパニー単独では拡大
が難しいと判断される事業等を育成・強化しています。さらに、社内外と連携し、事業基盤強化および新規事業創出を推進するために、戦
略企画室、戦略知財室、新規事業室を同部内に設置しています。
これらの取り組みにより、現在の課題である各戦略間の連携や柔軟な経営資源の配置、総合的なプロジェクトマネージャーや量産化・事業
化の専門人材育成を強化していきます。

■ 推進体制

イノベーションの創出
新しい価値創造への取り組み

研究開発の基本方針

世の中の変化を先取りした新製品・新技術の開発

2023年度以降の強化ポイント
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当社は2019年3月に、JMTCキャピタル合同会社と共同で、材料技術を有するベンチャー企業を投資対象とするコーポレート・ベンチャーフ
ァンド「MMCイノベーション投資事業有限責任組合」を設立しました。
次世代電池や金属加工、IoT・AI、ライフヘルスケアに関連する材料技術、低炭素や都市鉱山に関連するプロセス技術を重点対象として、当
社とシナジーのある技術系スタートアップ企業を支援するとともに協業を加速します。

時期 投資先 投資先の技術・製品 当社の狙い

2019年10月 エレファンテック（株） 金属ナノインクのインクジェット印刷と無電解
銅めっきを用いた、アディティブ・マニュファ
クチュアリングによる電子回路基板の製造技術
を保有している。

同社を評価パートナーとして「銅ナノインク」
の開発を開始、回路基板用に銅の新製品を開拓
し材料供給の機会を狙う。

2020年5月 （株）エネコートテクノロジー
ズ

従来のシリコン系の太陽電池と比べて、高い発
電効率と軽量性、柔軟性を特徴とするペロブス
カイト太陽電池の開発を行っている。

ペロブスカイト太陽電池の性能向上や鉛フリー
化に必要な周辺材料等の開発に関して同社と協
業し、ペロブスカイト太陽電池の普及時の材料
供給の機会を狙う。

2020年6月 CONNEXX SYSTEMS（株） リチウムイオン電池（LIB）と鉛蓄電池を組み合
わせた新規の蓄電池や高出力LIB、次世代電池の
開発・生産技術を有している。

使用済み車載LIBをリユース・リサイクルする技
術開発を進めており、回収された使用済み車載
LIBの定置用蓄電池等へのリユースを同社と検討
することで、リユース事業を推進する。

2020年9月 Nature Architects（株） 部品等の軽量化のために必要な部分のみに強度
を持たせたり、硬い部材に振動を吸収する機能
を付与したりする等の独自の構造体設計技術に
強みがある。

同社と協業し、当社が持つ非鉄金属をはじめと
する材料特性に関する知見と、同社の設計技術
を掛け合わせ、当社の材料を活かした積層造形
で、新たな付加価値を持った独自の製品の開発
に取り組んでいく。

2021年7月 （株）イムノセンス 特許技術「GLEIA（Gold Linked
Electrochemical Immuno Assay）」によっ
て、高感度と小型化を両立した、独自のPOCT
（Point of Care Testing：医療現場でのリアル
タイム検査）向け免疫センサーを開発・提供す
る。

同社との協業を通じ、当社が持つ非鉄金属をは
じめとする素材に関する知見と、同社のもつラ
イフヘルスケア関連の技術や知見とのシナジー
を見出し、ライフヘルスケア領域に応用するこ
とを目指す。

MMCイノベーションファンド

経営・事業・開発戦略および新規事業戦略に沿った知的財産活動として「戦略対話」を進めています。戦略対話では、知的財産情報の分析
結果を踏まえてカンパニーおよび新規事業部門と対話し、事業展開に必要となる知的財産を戦略的に形成します。戦略対話をはじめとする
各種の知的財産活動を通じて、新しい価値創造の取り組みを支援します。

知的財産

MMCイノベーションファンド

知的財産部門の取り組み
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■ 2022年度の主な取り組み

分野 項目 内容

脱炭素
科学技術振興機構（JST）の「未来社会創造
事業/磁性を活用した革新的熱電材料・デバ
イスの開発」に参画

当社は、共同研究を実施している大学とともに未来社会創造事業
へ参画。熱電発電技術の普及のため、高性能化に向けた材料・モ
ジュールを開発する。

当社は、2017年からカーボンニュートラルに向けた新事業の創出として、CO を分解し炭素材料としてリサイクルする技術の研究開発に着
手しています。この取り組みは、2021年10月に「二酸化炭素の化学的分解による炭素材料製造技術開発」として、国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委託事業「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／CO 排出削減・有効利用実用化技
術開発」に採択されました。
この技術は、活性化した還元剤（粉末状の金属酸化物）とCO を反応させることによりCO を分解し、微粒子の炭素ナノ材料（有価物）と
して回収します。回収した炭素ナノ材料は炭素源として多様な用途への応用が期待されます。カーボンリサイクル技術の多くは水素を必要
としますが、本技術は必要な水素量が相対的に少ないうえにプロセス内で水素を生成させる点、還元剤等を繰り返し使用できる循環型プロ
セスである点に特徴があります。
現在、実験室での原理確認や要素研究は完了しており、今後は、スケールアップした試験装置を用いて装置性能の確認や反応条件の適正化
を実施していきます。

プレスリリースリンク
カーボンリサイクル技術がNEDOの研究開発委託事業として採択

環境技術・製品の開発

カーボンリサイクル技術の開発をNEDOの研究開発委託事業として実施TOPICS

2

2

2 2
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社会的価値の探求と創出

当社では、将来を見据えた素材・材料開発を継続するため、カンパニーの成長戦略を実現するために研究開発が注力することを「研究開発
基本方針」としています。
まず注力分野として、「資源循環」「脱炭素」「半導体関連」「モビリティ」を設定し、社会に求められている価値観を反映した製品やブ
ランド戦略に基づく研究開発を実施しています。

また、将来に向けて、当社の事業活動が社会的価値の探求と創出（課題解決）に直結することを目指し、研究開発テーマを戦略的に設定し
活動を展開しています。2030年には素材の動脈と静脈の両方の機能を強化し、さらに温室効果ガス（GHG）の削減に資する新製品やプロセ
ス革新を通じて、「循環をデザインするサステナブルなマテリアルを社会に提供」することを目指しています。

新しい価値創造への取り組み

社会的価値の探求と創出
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ものづくり力の追求

当社では、各事業部門が「ものづくり力別格化」のビジョンを継続的に描くことで、グループ支援機能を最大限に活用して当社グループの
ビジョンの実現を目指します。グループ内外の人的・技術的資源を活用し迅速に問題解決することにより、競合他社とは一線を画した「も
のづくり力」の創出を実現するものです。

「ものづくり力別格化」の実現に向けた取り組みにより、中長期の事業成長につながる事業戦略に基づいた工場ビジョンを実現し、生産プ
ロセス高度化のため、デジタル技術の活用による問題把握力の向上や仕事のやり方変革による本質改善力の向上を実現します。
また、外部の知見を積極的に活用し、さらなるものづくり力の向上を図ります。
工場ビジョンは、ビジョンづくりと施策フォローアップの効率化を図るための実効性のある仕組みを検討していきます。ものづくり経営フ
レームワークでは、「改善力」「運営力」の初回評価を終了し、改善計画の進捗を確認していきます。一方、「革新力」「組織・人材育成
力」は設計を完了して、初期評価を展開します。「生産プロセス高度化」は複数テーマに取り組み、既にAIによる検査自動化テーマについ
ては装置を開発し、工場に設置しています。この開発を通じて獲得した要素技術をほかの工場でも活用するために、積極的に横展開を進め
ていく計画としています。また、スマートファクトリー化にも取り組み、モデル事業と工場の選定、要素技術の定義、調査と開発を進め、
2023年度も品質向上や省人化、製造リードタイムの短縮等を実現する要素技術を確立していきます。
当社では、若手従業員を対象とした実践型ものづくり人材教育プログラムを展開しています。このプログラムは、ものづくり、開発、営
業、管理の各分野に適用し、より実効性の高い取り組みを推進し、工場の収益向上に貢献していきます。また、各工場の管理職には、
DMAIC（定量的プロセス改善）指導者を育成する取り組みも進めています。さらに、2023年度には、ものづくりの課題を掘起し、テーマア
ップ活動を強化していきます。これまでに蓄積したノウハウや技術を活かし、効率的な体制で課題解決に取り組みます。

新しい価値創造への取り組み

ものづくり力の追求

2023年度以降の強化のポイント
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